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住宅等における環境対策や健康向上に資する技術開発
住宅等におけるストック活用、長寿命化対策に資する技術開発

■ 住宅等における防災性向上や安全対策に資する技術開発

■技術開発の概要

　提案は耐震改修において技術開発が要求されている接合部の開発に関する技術項
目であり、必要性・緊急性が高いと認められる。また固着接合とダボ接合をミック
スした評価式の提案を目指している点は新規性が認められる。

　耐震補強の重要性を背景に、あと施工アンカーを介した接合方法の力学メカニズムを明確にする
ことと騒音や振動といった施工時の問題を解決することを目的としている。

　既存躯体接合面に目荒しを施さない耐震改修接合工法を実用化した場合には、既存躯体の損傷を軽減
し、かつ、明確な力学メカニズムを有する設計法が確立されることから、これまで以上に建築および土木
構造物の耐震補強工法へ適用が加速することが期待でき、幅広くライフライン等の補修・補強に寄与する
ものと考えられる。具体的には、目荒しをしない接合面に特殊接着剤を塗布した場合の固着抵抗を明確化
するための要素実験（図1）を行い、固着抵抗によるせん断耐力式の確立を行う。その後、目荒しをしない

接合面に特殊接着剤を塗布した場合の試験体による架構実験（図2）を行い、耐震性能の確認を行う。こう
した各種実験を通して提案工法の有効性を検討し、実用化を目指す。
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図1 要素実験（イメージ）

図2 架構実験（イメージ）
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